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イソシアネート)のアルキル側鎖 (α ， ß-炭素)の水素原子一個が立体特異的に重水素原子で置換されたポリマー
の旋光度が溶媒，温度，及び分子量に著しく依存することを見い出した。旋光性は分子鎖のらせん対称の崩れに由来
し，分子鎖は右巻らせんと左巻らせんがらせん反転部をはさんで交互に連なる構造を持っとし，典型的な一次元協同
現象の理論で説明できることを示した。理論解析結果から，左右らせんのエネルギー差は数cal~rnol 以下と小さい
が， らせん反転エネルギーは3000cal~rnol と大きくらせん反転は大変起こりにくいことを見い出した。またキラル
モノマーとアキラルモノマーのランダムコポリマー，キラル残基が分子鎖端にのみあるポリマーにも， らせん反転モ
デルに基づいて理論を発展させ，既存の実験データの説明に成功した。さらにキラルモノマーとアキラルモノマーの
うンダムコポリマーの旋光度の溶媒，温度，及び分子量を詳細に調べ，上記理論で定量的に記述できる事を示した。
また，アキラルなポリ(へキシル イソシアネート)のネマチック液晶溶液にキラルポリマーをわずかに加えること
によりコレステリック液晶を生成すること発見した。理論解析からポリ(ヘキシル イソシアネート)分子にもわず
かながららせん対称の崩れが起こると結論した。この研究は高分子溶液の旋光性の研究に大きな進歩をもたらしたも
ので，博士(理学)の学位論文として十二分の価値あるものと認める。
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